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後の因子パターンは表 2 の通りであった。回転前の 4 因子で29項目の全分散を説明する割合は60.73％で
あった。なお、これら29項目について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度は0.82であった。また、
Bartlettの球面性検定では有意性が認められた（近似カイ 2乗値 2979.29 p＜.01）。
各因子の Cronbachの a係数を求めたところ、第 1因子に関しては a＝0.93、第 2因子に関しては a















因子別の平均値（標準偏差）は、第 1因子3.90（SD .817）、第 2因子3.76（SD .661）、第 3因子4.05
（SD .651）、第 4因子3.44（SD .756）であった。
各因子間の平均値について対応がある場合の一元配置分散分析を行った結果、 4 因子の平均値間には有
意差が認められた（表 3 ）。さらに、各因子の平均値に対して多重比較を行った結果、第 1因子と第 2因
子間、第 1因子と第 4因子間、第 2因子と第 3因子間、第 2因子と第 4因子間、及び第 3因子と第 4因子
間のそれぞれに有意差が認められた。なお、第 1因子と第 3因子間には有意差は認められなかった。この
ため、発達障害者支援センターの職員は、自閉症児者を支援する関係機関との連携について、まず第 1因
子「発達に関する支援」と第 3因子「就労に関する支援」、次に第 2因子「相談による支援」、第 4因子
「療育による支援」の順に意識していると示唆された（表 4）。
表 1 関係機関との連携に対して意識する度合いについての平均値と標準偏差 ｎ＝141
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